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これって組合掲示を社員の目から 

少しでも遠ざけたいってことじゃないですか？！ 

 

 すでにお伝えしてきているように、社員の賃金引き上げや労働条件改善などに重要な役割

を果たす「組合掲示板」を、人通りの少ない庁舎２階から３階の食堂に向かう通路に移設す

るよう私たちは２月５日に関西支社に申し入れてきました。しかし、関西支社の返答は「現

状で充分機能は果たしている（社員の皆さんが見れている）」というもので、３月１６日にな

って場所はそのままで「掲示板」だけを新しいものに付け替えました。 

 

 それぞれの労働組合に所属する社員に対して、共済関係の連絡事項をはじめ重要な事柄を

周知する「組合掲示板」が、スペースも充分あり人通りの多い３階の通路に設置されて困る

者は誰もいません。同じ鳥飼車両基地内の他の車両所でも更衣ロッカー付近の多くの社員の

目につく場所に設置されています。 

 

 ところで、２階の組合掲示板が設置されている通路に入る階段入口の扉がこの４月から「常

時閉」にされました。掲示には「防災上・・・」と書いています。管理者に尋ねたところ「防

火扉は閉じが定位」ということでした。 

 しかし、なぜこのタイミングで「常時閉」なのでしょうか？！ 

  ３階と４階の防火扉は社員の通行の多い時間帯は開けた状態にしています。なぜ２階の

「組合掲示板」が設置してある通路に向かう防火扉だけが「常時閉」なのでしょうか。 

 会社は「（組合掲示板は）充分機能を果たしている」と言いながら防火扉を常時閉にするく

らい「人通りの少ない場所に設置している」と言っているに等しいではないですか。 

 

 いずれにしても会社の思いは、「組合掲示」を頻繁に目にして「社員に組合員としての意識

を持ってほしくない」ということではないでしょうか？！ 

 皆さんはどう考えますか？！ 


